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「気になる」子どもをめぐる用語の扱いや意味に関する文献研究
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Ⅰ．はじめに

発達障害者支援法の成立や特別支援教育の推進により，保育現場における支援体制の整

備が段階を追って進められている。しかし，障害と診断されていないが，行動や対人関係

の築きに問題を抱えている「気になる」子どもへの対応は未だ未解決な問題を多く抱えて

いる。保育現場では 「気になる」子どもという言葉で課題のある子どもを表現すること，

がある。保育所や幼稚園の保育者が「気になる」という言葉を使うのは，障害があるかも

しれないが，診断がついていない場合や，子どもが乳幼児であるため，子どもが示す「気

になる行動」が障害によるものか，環境によるものかがわかりにくい場合が多いからであ

る。しかし，あらためてその「気になる」の言葉をどのような意味で使っているのかを把

握しておくことは 「気になる」子どもへの理解を深め，保育者の意図を十分に理解して，

支援を行っていくことになるのではないかと考えられる。

本研究では 「気になる」子どもへの理解や適切な支援の探求及び 「気になる」子ど， ，

もを担当している保育者との連携に役立てるために 「気になる」という用語を用いた先，

行研究を基に 「気になる」という用語の扱い及び 「気になる」子どもの示している行， ，

動を具体的に整理することを目的とする。

Ⅱ 「気になる」の用語の使われ方．

1．方法

先行研究を後述する分類項目によって整理し 「気になる」という用語の扱われ方や，，

「気になる行動」の傾向を分析した。

（1）対象

「気になる」子どもや「気になる」行動など（同義での呼称と考えられるものを含む）

の呼称をつかった先行研究（学術雑誌や報告書など）60編。

（2）分類

分類項目は以下の通りとする。
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「研究方法 ・ 判断者 ・ 対象者・場面 ・ 呼称 ・ 気になる」の示す意味 ・ 具体」「 」「 」「 」「「 」「

的な行動 ・ 備考 （分類項目に関する付加情報）とする。」「 」

2．結果と考察

分類項目毎に結果と考察を述べる。

（1）研究方法

「気になる」子どもの用語を用いた研究の研究方法について分類した。結果は，以下の

通りである （表1）。

調査研究22編，実践研究31編，その他の研究7編に分かれた。詳細について述べる。

実践研究の内訳は，事例研究22編，関わり研究4編，行動観察3編，記録や語りの分析2

編である。一番多かった事例研究は，幼児の行動を観察し，そのための支援を検討した経

過を整理したものや，気になる行動の頻度やその内容について実践の記録から整理したも

の，対象幼児の気になる行動を整理した後にその課題について述べたもの等であった。事

例研究の内容はその他である関わり研究や行動観察等と内容が重なっているものが多かっ

た。

その他の研究は，作品比較1編，保育環境3編，巡回指導1編，開発的研究2編であった。

この研究は 幼児の美術作品の比較検討や保育環境の整備 巡回指導の実践等の内容であっ， ，

た。

表1 「気になる」子どもの用語を用いた研究の研究方法

調査研究 22

実践研究 31

事例研究 22

関わり 4

行動観察 3

記録や語りの分析 2

そ の 他 7

作品比較 1

保育環境 3

巡回指導 1

開発的研究 2

合計 60 （編）

（2 「気になる」と判断した判断者）

対象研究において 「気になる」と判断した判断者は誰なのかを整理した（表2 。結果， ）

は以下の通りである。

判断していたのは，保育者（含む保育士）が40編，学生および実習生が4編，小学校教
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諭が2編，保護者が1編であった 「気になる」幼児と関わる時間が長く，気になり感を一。

番感じやすい状況から保育者が主体となって研究を発表している現状である。

表2 「気になる」子どもの判断者

保育者（含む保育士） 40

「気になる子」を担当している保育者 2

園長および保育経験30年以上の保育者 1

学生および実習生 4

小学校教諭 2

乳児検診を受診した保護者 1

実験的データ 1

記述なし 9

合 計 60

（3 「気になる」子どもの呼称と「気になる」の用語の示す意味）

「気になる」子どもの呼称については様々な言葉が使われている。表3に「気になる」

子どもの呼称，表4に「気になる」という用語の示す意味を示した。

「気になる」子どもの呼称使用は，9割であり54編，その他の呼称には，発達に関連づ

けた呼称や個別な配慮として保育者の支援のあり方を呼称に用いていたものは5編であっ

た。

表3 「気になる」子どもの呼称

代表的な呼称 同分類と考えた呼称

気になる子ども 54 気になる子ども

ちょっと気になる子ども

気になる幼児

気になる子どもたち

その他の呼称 5 発達の気になる子

発達障害につながった特徴をもった子どもたち

個別的な配慮を要する子

呼称なし 1
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表4 「気になる」という用語の示す意味

分類項目 示 す 意 味

保育者や学生の判断 保育者が気になると感じた幼児（11）

（20） 複数の保育者が気になると認めた子

保育者保護者市民が感じた気になる子

対応の困難を感じた幼児（ 3）

障害児を除く実習生が気になると感じた幼児

実習生が気になると感じた幼児

教師が気になるとした子

インタビューで「気になる」とされた子

対人関係や行動との関連 周りの人や物との関わりが上手くできない子（ 2）

（17） 障害には入らないが，関わりの難しい子

対人関係に障害のある子（ 2）

衝動性，自制心の弱さのある子

その子特有の手続き（メカニズム）の解釈の難しい子

行動上の問題が気になる子（ 2）

落ち着きがなく座って保育者の話を聞くことができない子

保育場面で「気になる」と言われた子

周囲との関係から目立って気になっている子

人との関わりが気になる子

保育者の者の見方や考え方と減少として認知される子どもの行動と

の「認知的ずれ」のある子

個別的な配慮を要する子ども（ 2）

障害との関連 障害，発達的に問題があると認識した子（ 3）

（12） 障害（ＬＤ，ＡＤＨＤ，アスペ）のある子（ 2）

障害児保育と保育者の認識した子

広汎性発達障害の子

ことばの教室に通級している子

軽度発達障害を含む障害児およびその疑いのある子（ 4）

その他 保育教育モデルにそわない子

（ 8） 障害児，気になる子のイメージに合う子（ 2）

園で保育できないとされた子

一般的な気になる子（ 4）

保育者等教育主体者の判断 保育がしづらく，行動でも特異な面が目立ち，対応に配慮が必要と

（ 1） される子

※複数の扱いがあった項目は，項目の最後尾にその総数を列記した。数記入の無い項目は，1である。

「気になる」の用語の示す意味は，各文献毎に様々であった。対人関係や行動の不具合

や困難を感じた意味を示している研究が多い。保育者や観察者が判断したという意味を示

している研究はそれ以上の数であったが，保育者や観察者が判断した背景には，対人関係
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や行動の不具合や困難があるという意味を示しているのではないかと推測できる。また，

実際に障害と関連づけた意味で用いている研究もあったが，障害についての診断のない状

態であっても医学的，教育的な知見を保育等の場面で用いていくことが，対象児の実態を

表す言葉として最も適していると判断できたからであろう。

（4）具体的な行動

「気になる」子どもの示す行動は具体的にはどのような行動を示しているのだろうか。

対象研究で扱われていた行動を分類し，傾向を整理した。

表5 「気になる」子どもの具体的な行動

抽出研究

No. A B C D E F G H I J K L

6 7 1 3 2 1 2

7 4 3 2 2 1 1

9 3 1 1 2 3 1

11 1 1 1

12 9 2 2 1 5 1 1

16 1

17 13 1 1 1 1 1 2

18 3 1 1

19 2 2 3 2 1 2

22 1 2 2 1

23 3 1 2 1 1

26 5 3 1 1 1

28 1

29 3 1 2 1

33 2 1

36 1

38 2 3 1 1

39 5 1 2

40 1 1

41 1 2

42 2 1

43 1 1

44 1

45 1 1 2

47 1 1 1 2

49 2 1

55 3 1 3 2 2 2 1 1

59 2 1 3 1

60 1

計 75 20 33 0 6 7 13 15 2 7 1 21

A：対人的トラブル B：落ち着きのなさ C：情緒不安定

D：情緒不安定/落ち着きのなさ E：状況への順応性の低さ

F：ルール違反 G：衝動性 H：認知面 I：家庭環境

J：こだわり K：興味関心 L：特徴的行動
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行動分類は，本郷（2006）で活用されている「気になる」子どもの行動チェックリスト

（D-3様式）を用いた。これは，日常生活で保育者が「気になる」と感じる項目を記録し

て作成したものである。基本項目は，対人的トラブル，落ち着きのなさ，状況への順応性

の低さ，ルール違反，衝動性の5項目からなっている。

表5の番号（No.）は調査対象研究一覧の番号であり，A～Lは 「気になる」子どもの具，

体的な行動を示している。

具体的な行動では 「対人的トラブル」が最も多く75件 「情緒不安定」が33件 「特徴， ， ，

的行動」が21件 「落ち着きのなさ」が20件の順に多かった 「気になる」の用語の示す， 。

意味でも明らかであったように，対人的トラブルに最も多くの具体的行動があげられてい

。 ，ることがわかる 情緒不安定や落ち着きのなさも対人的トラブルの原因となることが多く

特徴的行動では，コミュニケーション場面で表情の変化が乏しかったり，視線が合わない

等の障害特性に挙げられている行動と重なるものがあげられている。

Ⅲ．まとめ

「気になる」子どもの「気になる」行動から3点の傾向が考えられた。

①保育者らは 「気になる」行動等が始まることで 「気になる」子どもと捉えるよう， ，

になったのではないか。

気になる子どもが初めから存在していたのではなく 「気になる」行動や「気になる」，

諸要因等があることによって 「気になり」感がなかなか解消されず 「 気になる」子ど， ，「

も」という呼称を使うことで，子どもの気になり感を共有していくことができると考えた

のではないか。

②「気になる」行動の原因や背景が曖昧で，どのような対処をしていくことが望ましい

のかが明確につかめない現実がある。

「気になる」行動の特徴を捉えると，衝動的，落ち着きが無く，情緒が不安定な行動で

あると考えられる。また 「気になる」行動から，対人的トラブルが多く 「気になる」， ，

行動のみの対応ではなく，集団に悪影響を及ぼしているという特徴があり，保育者の対処

が複雑で偶発的になりがちであることが考えられる。個別的な支援を考えると共に，集団

としての保育活動への影響を鑑みた支援を考えていかなければならないという複雑な難し

さがあることがわかる。

③「気になる」子どもの難しさがある。

「気になる」子どもは，その行動の特徴がつかみにくく，障害なのか，発達の遅れなの

かが判断しにくい年齢であることがあげられる。その判断の難しさが，保育の難しさにつ

ながっている。また，保護者と保育者の「気になり」感の格差も具体的な支援を考えてい

くための壁になることが考えられる。
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「気になる」子どもの存在は，保育者が幼児との関係を作っていく際に，上手に関係を

， 。 ，築けないことや 幼児間の関係づくりにも影響を与えていると考えられた ある研究には

『保育者が気になる子どもは，幼児全員です。しかし 「気になる」子どもは，その気に，

なり方が少し違うことから始まります 』と書かれていた。どの子どもにも「気になる」。

行動は存在しているが，その「気になり」感の違いを具体的に整理していくことが必要で

あると考えられた。

保育者が幼児を対象に行う保育の流れの中で 集団生活を第一に考えるのではなく 個々， ，

の幼児のニーズをもう一度整理し，そのニーズに迫れる環境を共有していくことが望まれ

るのではないかと考える。そして，その実践の経過を詳細に報告し合い，保育者が共に学

び合える場を提供していくことが必要であると考えられる。

付記

本論文は，平成20年度山梨大学大学院教育学研究科修士課程障害児教育専攻障害児教育

専修「修士論文」を一部修正，加筆したものである。
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